






















別紙２ 

特 定 施 設 の 使 用 の 方 法 

工場又は事業場に 

お け る 施 設 番 号  
No.１ No.２・No.３ 

特 定 施 設 番 号 

及 び 名 称  

66の３(ｲ) 
旅館業の用に供するちゅう房施設 

66の３(ﾊ) 
旅館業の用に供する入浴施設 

設 置 場 所   別添４「各階平面図」参照  別添４「各階平面図」参照 

操 業 の 系 統  別添５「操業系統図」参照  別添５「操業系統図」参照 

使 用 時 間 間 隔 3:00～24:00 6:00～24:00 

1 日 当 た り の  
使 用 時 間  

18時間 

18時間 

使用の季節的変動 なし なし 

原材料（消耗資材を 
含む。）の種類、使用 
方法及び 1日当たり 
の使用量 

食料品 次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 
（100g/日） 

汚
水
等
の
汚
染
状
態 

種類・項目 通  常 最  大 通  常 最  大 

pH ６～８ 5.8～8.6 ６～８ 5.8～8.6 

BOD（mg/L） 200 250 40 60 

COD（mg/L） 50 130 40 60 

SS（mg/L） 50 80 30 60 

N（mg/L） ８ 30 10 15 

P（mg/L） ２ ４ １ ２ 

大腸菌数 
（CFU/mL） 

１０ ２０ ３ 10 

汚 水 等 の 量 
（㎥／日） 

通  常 最  大 通  常 最  大 

２ ５ ３ 19.2 

そ の 他 参 考 と 
な る べ き 事 項 

  

備考 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項に 

ついて記載すること。 

廃液を回収したり循環使用したりす

る場合はその旨を使用してください。 

原材料が多種ある場合は主なものを記入してくださ

い。ただし、有害物質は全て記入してください。 

実使用時間を記入してください。 



別紙３ 

汚 水 等 の 処 理 の 方 法 

工場又は事業場に 

お け る 施 設 番 号 
Ａ 

 

処理施設の設置場所 別添３「配置図」のとおり 別添   のとおり 

設 置 年 月 日          年     月    日 年    月    日 

工事着手予定年月日 令和○年 ○月 ○日 年    月    日 

工事完成予定年月日 令和○年 ○月 ○日 年    月    日 

使用開始予定年月日 令和○年 ○月 ○日 年    月    日 

種 類 及 び 型 式 
□□社製□□型 
合併処理浄化槽 

 

構 造 ＦＲＰ製  

主 要 寸 法 8050mm×3600mm×3350mm  

能 力 150人槽（30m3/日）  

処 理 の 方 式 流量調整型担体流動ろ過循環方式  

処 理 の 系 統 別添１「排水処理の系統図」のとおり 別添   のとおり 

集水及び導水の方法 別添４「用水及び排水の平面図」のとおり 別添   のとおり 

使 用 時 間 間 隔 終日  

1 日 当 た り の 
使 用 時 間 

24時間  

使用の季節的変動 なし  

消耗資材の 1日当た 
りの用途別使用量 

次亜塩素酸ナトリウム（50g/日）  

汚水等
の汚染
状態及
び量 

種類・項目 
通  常 最  大 通  常 最  大 

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 

pH ６～８ ６～８ 5.8～8.6 5.8～8.6     

BOD（mg/L） 200 15 250 30     

COD（mg/L） 50 ５ 130 10     

SS（mg/L） 50 ５ 80 10     

N（mg/L） ８ ３ 30 ５     

P（mg/L） ２ １ ４ ３     

大腸菌数 
（CFU/mL） 

100 10 500 100 
    

量（㎥／日） 10 10 45 45     

残さの種類、1月間の種類 
別生成量及び処理方法 

汚泥５m3/日 

浄化槽清掃業者に処分委託 

 

排出水の排出方法 
別添３「配置図」のとおり  

そ の 他 参 考 と 
な る べ き 事 項 

浄化槽清掃業者：○○社 

（許可番号○○番） 

 

備考 1 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項 
   について記載すること。 
    2  排出水の排出方法の欄には、排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 

中和等の反応の用に供する消耗資

材の 1 日あたりの用途別使用量を

記入してください。 

汚水等を全量下水道放流する場合

は、その旨を記入してください。 



別紙４ 

排 出 水 の 汚 染 状 態 及 び 量 

工場又は事業場に 

お け る 施 設 番 号 
No.１ No.２、３ 

排   

出

水

の

汚

染

状

態 

種類・項目 通   常 最   大 通   常 最   大 

pH ６～８ 5.8～8.6   

BOD（mg/L） 15 30   

COD（mg/L） ５ 10   

SS（mg/L） ５ 10   

N（mg/L） ３ ５   

P（mg/L） １ ３   

大腸菌数 
（CFU/mL） 

10 100   

  
 

  

     

     

     

     

 
 

   

     

排 出 水 の 量 

（㎥／日） 

通   常 最   大 通   常 最   大 

10 45   

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 

No.１は側溝（○○川に接続）への排水口 
No.２、３は雨水専用排水口 

備考 排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項 

  について記載すること。 

雨水専用排水口の場合は、排出水の汚染状態

及び排出水の量の記入は不要です。 

全排水口（雨水専用排水口、下水接続排水口を含む。）

について記入してください。 

排水口ごとに記入してください。 

汚水等を全量下水道に排水する場合は、

その旨を記入してください。 




























